
平成 15 年度 第 2 回数学診断テスト 解答解説 Ａ問題 
【出題のねらい】 
(1) 正負の数，(2) 分数，(3) 根号の四則演算の 
きまりが理解できる． 
(4) 多項式の加減ができる． 
(5)～(6) 指数法則が理解できる． 
 

(1)   761231            (2) 
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(3) 3332327123      (4)    2532  xxx  

  32                                    34253 22  xxxxx  

(5)     2222 2555 aaa           (6) 3212 63232 ababbab    

 
【出題のねらい】 
(1) 括弧の有用性を認識し，表現することができる． 
(2) 数値を代入して計算できる． 
(3)～(4) 分母の有理化ができる． 
(5) 展開の公式を利用できる． 
(6)～(8) 因数分解の公式を利用できる． 
 

(1)  73 x ，または 213 x  

(2) 1x を代入して， 511312 y  ∴ 5y  
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(5)        424242 2  xxxx     (6)   3339 222  xxxx   

       822  xx                  (8) 472 2  xx      ２   －1   －1 

(7)   2222 4442168  xxxxx        412  xx     １    4    8 
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【出題のねらい】 
(1) 1 次方程式を解くことができる． 
(2) 2 元 1 次の連立方程式を解くことができる． 
(3) 因数分解された式から解を出すことができる． 
(4) 解の公式を利用して解くことができる． 
(5)～(6) 1 次不等式を解くことができる． 

(1) 1413 x     (2)  72  yx          (3)    031  xx  なので， 

153 x       －） 1 yx    ∴ 2y        01 x または 03 x  

∴ 5x          63 y      3x              ∴ 3,1 x  

 

(4) 0352  xx   解の公式より 
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(5) 172 x   1 を移項して， 8172 x   両辺を 2 で割る． ∴ 4x  
(6) 6843  xx   移項して， xx 3864    ∴ x510    両辺を 5 で割る．  x2  
                                       ∴ 2x  
 
[ 選 択 問 題 ]；2 次関数 

【出題のねらい】 
４ (1) 関数の記号に慣れ，代入することができる． 

(2) 2 次関数の式を標準変形することができる． 
５ 標準変形された式から軸と頂点を読み取る 

ことができる． 
６ 定義域が与えられたときの最大・最小を理解 
  できる． 

４ (1)   372422 2 f  

(2) 744474 22 




  xxxxy  

５   qpxy  2 のとき，                 32 2  x  

軸は直線 px  ，頂点は点  qp, なので，軸は直線 2x ，頂点は点  1,2  となる． 

６ グラフより最大値 1( 3x のとき)，最小値－3( 1x のとき) 
 
 
[ 選 択 問 題 ]；三角比 

【出題のねらい】 
４ (1) 三平方の定理を利用して辺の長さを 

求めることができる． 
５ (1) 特別な角の三角比利用して計算することが 

  できる． 
  (2) 相互関係の公式を理解し，活用できる． 
６ 作図，または相互関係の公式を利用して 

三角比を求めることができる． 

４ 三平方の定理より 222 12 AC よって， 3142 AC ， 0AC なので， 3AC  
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160cos30sin        (2) 三角比の相互関係より 145cos45sin 22   

６ (1)～(2) 右図において，三平方の定理より 3945 22 BC   

よって図より，
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＜別解＞∠Ａが鋭角なので， 0sin A ， 0tan A ． 

三角比の相互関係より， 
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